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マルチスライス型の CT (MDMS-CT) では、テープ、ル移動方向の精度が上昇し、被曝が減少した。
そこで本研究では、高性能低被曝型の MDMS-CT を用い、成人女性の頭部顔面の三次元計測を行い、同 a被験者
内のセファロ写真分析法のデータと比較すること、参照点聞の三次元的距離や三次元的角度の平均値と標準偏差を求
め、さらに従来のセファロ写真分析法のデータと比較検討を行うことを目的とした。
【対象と方法】被験者は、書面にてインフォームドコンセントを得た 18 歳以上の女性健常ボランティア 57 名とし
た。セファロ写真分析法により、骨格性の不正日交合の無い者を抽出し、 Angle の分類で正常とされ、日交合線が正常と
考えられる者の中で、矯正治療の既往や骨系統疾患の無い者を抽出したところ、 11 名となったc
撮影装置は MDMS-CT スキャナ LightSpeed QXえ画像解析に、ワークステーション Advantage Windows を用い
た。最大管電圧を 120 kV、管電流を 180 mA、テーブル移動速度を 3.75 mm/秒、管球の 1 回転時間を 1 秒とした。
これらにより、頭部全体の撮影時間は約 1 分間となり、スライス厚は1.25 mm となった。 FOV を 25 cm とし MAT





1 )同一患者における CT 三次元計測法と、セファロ写真分析法の比較
正中に存在する参照点に関連するセファロ写真分析法のデータを 1 とした CT データの比は、 0.98 から1.02 とな










した。左右 Go 間の距離は 92mm、 Po-Go の距離は 49mm となったので、セファロ写真上での左右 Go のズレは 3.30
mm となった。同様に、 5 カ所における左右対称的構造物の 2 点のズレを計算したが、左右 Or で最もズレが少なく










左右対称的な点のセファロ写真上でのズレは、1.2mm から 3.3mm で、あった。切線効果によるズレは最大でも 0.05
mm であった。
左右の非対称症例では、例えば右側の肥大による非対称なのか、左側の媛小による非対称なのか、それとも両方の
因子で非対称なのかが不詳な場合が少なくない。本法を利用し、また本研究によるデータを比較し、これまでより詳
細な分析が可能となり、特に外科矯正手術症例の治療計画に寄与できると思われる。
セフアロ写真分析法は、現在広く普及し顔面計測の基礎となっている。本法による CT 三次元計測と、手軽に短時
間で撮影・解析できるなど多くの利点を有するセフアロ写真分析法を、相補的に使用することが肝要であると考えら
れた。
論文審査の結果の要旨
マルチディテクタ・マルチスライス型 CT を用い、成人女性の頭部顔面の三次元計測を行い、三次元的距離や角度
の標準値を得た。また、従来のセフアロ写真分析法との比較では、両者lこ強し、相関が認められた。
以上のように、本論文は頭部顔面領域の CT による三次元計測の可能性・有用性を示すものであり、博士(学術)
論文として価値のあるものと認める。
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